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１．はじめに 

大阪湾岸道路西伸部の神戸西航路部において，最大支間長が世界最大級となる1主塔斜張橋が計画されている 1)．

長支間を有する斜張橋の主桁はたわみやすく，渦励振やねじれフラッター等の風による振動が発生しやすい構造で

あり，本橋は海上部に架橋されることから，耐風安定性が課題である．

本稿では，現地の架橋条件を踏まえ，鋼 1箱桁の主桁断面に対してフェアリング形状をパラメトリックに変化さ
せた部分模型によるバネ支持試験を実施し，耐風性を満足する主桁断面を検討した結果について報告する．

２．バネ支持試験概要 

(1)主桁断面模型形状 

本橋の主桁の基本断面は，斜材ケーブルの施工性および維持管理性にも配慮して斜材ケーブルをフェアリング内

に設置できる構造としたうえで，耐風性を考慮した台形のフェアリング形状を基本断面 (図-1)としている．本試験
では，基本断面および基本断面に対してフェアリングの幅および傾斜角を変化させた主桁断面の部分模型を製作し

た．主桁以外の模型化にあたっては，基本的な空力特性を調査するため斜材ケーブル定着部の模型化は行わず，車

両用防護柵，斜材ケーブル等の点検のための検査路手摺，および主桁下面の維持管理のための検査車用レールにつ

いては耐風安定性に影響を与えると考えて模型化した．なお，風洞試験で用いる部分模型の縮尺は，n=1/55とした．

(2)風洞設備 

風洞設備は，測定部寸法は高さ 2.5m，幅 1.5m，長さ 8.0mである開回路

式風洞(閉塞型)を用いて実施した．模型の設置状況を写真-1に示す．

(3)試験条件 

試験における気流は一様流を基本とし，設計で考慮する迎角(以下，「設

計迎角」という．)は，大阪湾岸道路西伸部における長大橋の設計上考慮す

べき気流傾斜角範囲 2)に基づき吹下げ側の最大傾斜角を-3.0°，吹上げ側の

最大傾斜角を+6.0°とし，バネ支持試験で実施する迎角は-3.0°，0°，+3.0°，

+6.0°とした．

(4)試験方法

フェアリング形状の違いによる空力対策の検討にあたり，まず初めに低風速域における渦励振に着目し，基本断

面のフェアリングの幅および傾斜角をパラメトリックに変化させてたわみ１自由度のバネ支持試験を実施し，耐風

性の良好な断面を確認した．次いで，低風速域での耐風性が特に良好であった断面に対して，高風速域におけるね

じれ 1自由度とたわみ・ねじれ 2自由度のバネ支持試験により耐風性を確認した．

図-1 主桁基本断面
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写真-1 模型設置状況
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３．バネ支持試験結果 

(1)低風速域に対する確認試験結果 

低風速域に対する確認試験では，使用性の照査と

してお客様が安全・安心・快適に利用できるよう，

発現風速(実橋換算風速)が通行止めの目安である 10

分間平均風速 20m/s以下となるたわみ振動モードに

おいて，道路橋耐風設計便覧 3)も参考に加速度

100gal以下となるよう許容振幅を設定し，照査した．

基本断面に対して迎角+6.0°でバネ支持試験を実

施し，たわみ渦励振の発現の有無，およびたわみ渦

励振に対する使用性を照査した結果，3 つのやや大

きな渦励振が発現し使用性の照査を満足しなかっ

た(図-2)。そのため，フェアリングの幅と傾斜角をパラメトリックに変化させて試験した結果，設計迎角に対してた

わみ渦励振が使用性を満足する 5 断面を確認し(表-1)，フェアリングの傾斜角を上部 40°，下部 10°とした Case4，

および Case4 に対してフェアリング先端を 10°傾斜させた Case5 では渦励振が発生せず，耐風性が優れていること

を確認した．

(2)高風速域に対する確認試験結果 

たわみ渦励振に対して特に耐風性の良好であった Case4，Case5の断面に対して高風速域でのバネ支持試験を実施

し，ねじれ渦励振，フラッター，およびギャロッピングの発現の有無を確認した結果，Case4，Case5共に高風速域

に対して，ねじれ渦励振，フラッター，ギャロッピングの発現はなく，耐風性が極めて優れていることを確認した．

４．おわりに 

神戸西航路部で計画されている 1主塔斜張橋の主桁断面に対して，フェアリング形状を変化させた部分模型によ

るバネ支持試験を実施した結果，耐風性が優れる断面を複数確認した．今後は部分模型で考慮した付属物の有無が

耐風性に与える影響の違いを確認した上で，景観性にも配慮して断面の検討を行う．
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図-2 基本断面のたわみ振動応答図(迎角+6.0°)

表-1 低風速域に対する確認試験結果(耐風性が良好であった断面)
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